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(57)【要約】
【課題】時間的条件や地理的条件等の多様な条件を加味
したより柔軟なコンテンツ管理システム等を提供する。
【解決手段】配信するためのコンテンツデータを格納し
管理するコンテンツ管理サーバと、コンテンツ管理サー
バに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ
表示装置とからなるコンテンツ管理システムであって、
コンテンツ管理システムは、コンテンツデータを管理す
るための管理情報を送信可能なコンテンツ入庫サーバを
さらに備え、管理情報には配信エリア情報が含まれ、コ
ンテンツ表示装置からコンテンツ管理サーバへは、コン
テンツ表示装置の位置情報が送信され、コンテンツ管理
サーバは、コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信
要求があった際に、送信されたコンテンツ表示装置の位
置情報と配信エリア情報とに基づいて配信要求があった
コンテンツの配信可否を判断することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからな
るコンテンツ管理システムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、
　前記管理情報には配信エリア情報が含まれ、
　前記コンテンツ表示装置から前記コンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置
の位置情報が送信され、
　前記コンテンツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要求が
あった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情報と
に基づいて前記配信要求があったコンテンツの配信可否を判断する
ことを特徴とするコンテンツ管理システム。
【請求項２】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからな
るコンテンツ管理システムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを前記コンテンツ管理サーバに
おいて管理するための管理情報を送信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、
　前記管理情報には配信エリア情報と配信時間情報とが含まれ、
　前記コンテンツ表示装置から前記コンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置
の位置情報が送信され、
　前記コンテンツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要求が
あった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情報と
前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて前記配信要求があったコンテン
ツの配信可否を判断する
ことを特徴とするコンテンツ管理システム。
【請求項３】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからな
るコンテンツ管理システムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、
　前記管理情報には配信エリア情報と配信時間情報とが含まれ、
　前記コンテンツデータには広告データが含まれ、
　前記コンテンツ表示装置から前記コンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置
の位置情報が送信され、
　前記コンテンツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要求が
あった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情報と
前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコンテ
ンツと、前記配信エリア情報及び前記配信時間情報に関連する広告データとを前記コンテ
ンツ表示装置に配信する
ことを特徴とするコンテンツ管理システム。
【請求項４】
　前記管理情報を任意のタイミングで送信可能な入庫サーバを備えたことを特徴とする請
求項１～３のいずれか１項に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項５】
　前記管理情報は、同一のコンテンツデータに対して複数の配信エリア情報と配信時間情
報との組み合わせが関連付けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に
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記載のコンテンツ管理システム。
【請求項６】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とで実行
されるコンテンツ管理方法であって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、かつ、前記管理情報には配信エリア情報が
含まれることを特徴とし、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される段階と、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報とに基づいて前記配信要求があったコンテンツの配信可否が判断される段階と
を含むことを特徴とするコンテンツ管理方法。
【請求項７】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とで実行
されるコンテンツ管理方法であって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを前記コンテンツ管理サーバに
おいて管理するための管理情報を送信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、かつ、
前記管理情報には配信エリア情報と配信時間情報とが含まれることを特徴とし、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される段階と、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報と前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコ
ンテンツの配信可否が判断される段階と
を含むことを特徴とするコンテンツ管理方法。
【請求項８】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とで実行
されるコンテンツ管理方法であって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、前記管理情報には配信エリア情報と配信時
間情報とが含まれ、かつ、前記コンテンツデータには広告データが含まれることを特徴と
し、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される段階と、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報と前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコ
ンテンツと、前記配信エリア情報及び前記配信時間情報に関連する広告データとが前記コ
ンテンツ表示装置に配信される段階と
を含むことを特徴とするコンテンツ管理方法。
【請求項９】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とにおい
て実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、かつ、前記管理情報には配信エリア情報が
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含まれることを特徴とし、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される実行ステップと、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報とに基づいて前記配信要求があったコンテンツの配信可否が判断される実行ステップと
を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とにおい
て実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを前記コンテンツ管理サーバに
おいて管理するための管理情報を送信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、かつ、
前記管理情報には配信エリア情報と配信時間情報とが含まれることを特徴とし、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される実行ステップと、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報と前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコ
ンテンツの配信可否が判断される実行ステップと
を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　配信するためのコンテンツデータを格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コン
テンツ管理サーバに対しコンテンツデータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とにおい
て実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、前記管理情報には配信エリア情報と配信時
間情報とが含まれ、かつ、前記コンテンツデータには広告データが含まれることを特徴と
し、
　前記コンテンツ表示装置により、前記コンテンツ管理サーバに対し前記コンテンツ表示
装置の位置情報が送信される実行ステップと、
　前記コンテンツ管理サーバにより、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要
求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情
報と前記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコ
ンテンツと、前記配信エリア情報及び前記配信時間情報に関連する広告データとが前記コ
ンテンツ表示装置に配信される実行ステップと
を含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ管理システム及びコンテンツ管理システム内で動作するコンテン
ツ表示装置等に関し、特にコンテンツを利用する際の条件の管理処理を行うシステム等に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットの発達により、ネットワークを介して情報端末上で動画や活字で
表現された映画、音楽、ニュースなどのコンテンツをダウンロードして再生する技術が普
及しつつある。これらデジタルコンテンツの著作権管理に際しては、ＤＲＭ（Digital Ri
ghts Management）が使用されている。ＤＲＭ技術は、デジタルコンテンツの複製を制御
及び制限する技術のほか、視聴期限を管理する技術も含まれている。例えば、コンテンツ
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配信サービスにＤＲＭ技術を適用し、視聴期限を設けてユーザに対する視聴を許可するシ
ステムとして、特許文献１に開示されるような技術がある。
【０００３】
　すなわち、特許文献１には、コンテンツ毎の暗号化を行うために、暗号化コンテンツと
権利情報の分離化を行うこととし、最初に送信側でコンテンツの暗号化を行い、暗号化さ
れたコンテンツと同時に権利情報を送信し、受信側装置では暗号化コンテンツと権利情報
の蓄積を行い、蓄積された暗号化コンテンツを視聴する際に権利情報に有効期限、コンテ
ンツ復号鍵などの情報を埋め込み、受信機内で作成した使い捨て鍵を用いて権利情報の作
成並びに権利情報の分割化を行い、暗号化コンテンツと権利情報の一方をセットとして蓄
積し、また残りの権利情報をＩＣカード等のユーザ個人特定蓄積媒体に書込むシステムが
開示されている。
【０００４】
　また、コンテンツ利用条件をコンテンツ復号鍵と分離して送信する送信機と、コンテン
ツ利用条件の一致を検出した場合にのみ復号鍵を用いたコンテンツの復号を許可する受信
機とを用いることにより、ＥＣＭセクションを浪費することなく、再生回数や有効期限等
の多条件にわたる放送データの著作権管理を実現するために、特許文献２に開示されるよ
うな技術がある。
【０００５】
　すなわち、特許文献２には、スクランブルをかけられた放送番組のコンテンツに対して
、少なくとも１つの利用条件を送信する限定受信システムにおいて、送信側に、少なくと
も１つのコンテンツから成る課金単位に一意な課金番号を生成する課金番号生成手段と、
前記課金番号と少なくとも１つの前記利用条件のパターン番号から利用条件に一意な利用
条件識別IDを生成する利用条件識別ID生成手段を備え、受信機は、前記課金番号と前記利
用条件識別IDに基づいて前記コンテンツと前記利用条件の購入を行うことを特徴とする限
定受信システムが開示されている。
　ここで、この限定受信システムでは、全てのスクランブルコンテンツに利用条件として
、再生回数、コピー回数、有効期限等の著作権物であるコンテンツの利用および流通に制
限を持たせるための著作権情報が付随している。
【０００６】
　また、専用線や電話回線（携帯電話ネットワーク）、インターネットなどのネットワー
クを介して、ホスト装置（配信元端末）から店舗に設置される販売店設置端末（リテーラ
端末、キオスク端末）や個人ユーザの有する個人ユーザ端末、公共施設などに設置される
公共端末などの配信先端末に対して、楽曲、映像、アプリケーションなどのコンテンツデ
ータを配信するコンテンツ配信システムにおける相手先に応じたコンテンツ管理方法に、
特許文献３に開示されるような技術がある。
【０００７】
　すわなち、特許文献３には、コンテンツデータをホスト装置から配信先端末に配信する
コンテンツ配信システムの前記ホスト装置における相手先に応じたコンテンツ管理方法で
あって、前記配信先端末から、前記配信先端末の種別を示す配信先端末種別情報及び配信
を希望する前記コンテンツデータを指定するコンテンツデータ指定情報を受信するステッ
プと、前記配信先種別情報に応じて、前記コンテンツデータ指定情報で指定された前記コ
ンテンツデータの取扱いを規定するための著作権管理情報を作成するステップと、前記配
信先端末に、前記著作権管理情報を送信するステップと、前記配信先端末に、前記配信先
端末が配信を希望する前記コンテンツデータを送信するステップとを、有する相手先に応
じたコンテンツ管理方法が開示されている。
　そして、前記著作権管理情報は、移動の回数、チェックアウトチェックインの回数、コ
ンテンツデータ再生期限開始日時、コンテンツデータ再生期限終了日時、コンテンツデー
タ再生可能日数、超流通対応の可否、ライセンスバックアップの回数のいずれか１つ又は
それらの組み合わせを含む情報であることを特徴としている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－３０９３３２号公報
【特許文献２】特開２００２－２６８３５号公報
【特許文献３】特開２００３－６７５２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述の従来技術においては、例えば、同一のコンテンツについては一律
の規制を設けるとか、受信端末の種別に応じて異なる規制を適用するなど、コンテンツや
受信端末ごとに制限的な著作権管理を行っていたため、時間的条件や地理的条件等の多様
な条件を加味したより柔軟な管理を実現するうえで改善の余地があった。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで、本発明にかかるコンテンツ管理システムは、配信するためのコンテンツデータ
を格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コンテンツ管理サーバに対しコンテンツ
データの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからなるコンテンツ管理システムであって
、前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送
信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、前記管理情報には配信エリア情報が含まれ
、前記コンテンツ表示装置から前記コンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置
の位置情報が送信され、前記コンテンツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコ
ンテンツの配信要求があった際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と
前記配信エリア情報とに基づいて前記配信要求があったコンテンツの配信可否を判断する
ことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかるコンテンツ管理システムは、配信するためのコンテンツデータを
格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コンテンツ管理サーバに対しコンテンツデ
ータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからなるコンテンツ管理システムであって、
前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを前記コンテンツ管理サーバにお
いて管理するための管理情報を送信可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、前記管理
情報には配信エリア情報と配信時間情報とが含まれ、前記コンテンツ表示装置から前記コ
ンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置の位置情報が送信され、前記コンテン
ツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要求があった際に、前
記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情報と前記配信時間情
報と前記配信要求があった時刻に基づいて前記配信要求があったコンテンツの配信可否を
判断することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかるコンテンツ管理システムは、配信するためのコンテンツデータを
格納し管理するコンテンツ管理サーバと、前記コンテンツ管理サーバに対しコンテンツデ
ータの配信要求を行うコンテンツ表示装置とからなるコンテンツ管理システムであって、
前記コンテンツ管理システムは、前記コンテンツデータを管理するための管理情報を送信
可能なコンテンツ入庫サーバをさらに備え、前記管理情報には配信エリア情報と配信時間
情報とが含まれ、前記コンテンツデータには広告データが含まれ、前記コンテンツ表示装
置から前記コンテンツ管理サーバへは、前記コンテンツ表示装置の位置情報が送信され、
前記コンテンツ管理サーバは、前記コンテンツ表示装置からのコンテンツの配信要求があ
った際に、前記送信された前記コンテンツ表示装置の位置情報と前記配信エリア情報と前
記配信時間情報と前記配信要求があった時刻に基づいて、前記配信要求があったコンテン
ツと、前記配信エリア情報及び前記配信時間情報に関連する広告データとを前記コンテン
ツ表示装置に配信することを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明により、時間的条件や地理的条件等の多様な条件を加味したより柔軟なコンテン
ツ管理システムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理システムの構成を説明する説明図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理サーバの構成を説明する説明図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の外観構成を説明する説明図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置のハードウェア構成を説明する
説明図である。
【図５】本発明の一実施形態において使用されるユーザ情報テーブルの構成を説明する説
明図である。
【図６】本発明の一実施形態において使用されるコンテンツ利用条件管理テーブルの構成
を説明する説明図である。
【図７】本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の動作フローを説明するフロー
チャートである。
【図８】本発明の他の実施形態におけるコンテンツ表示装置の動作フローを説明するフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理システムの動作フローを説明するフ
ローチャートである。
【図１０】本発明の他の実施形態におけるコンテンツ管理システムの動作フローを説明す
るフローチャートである。
【図１１】本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の表示例を説明する説明図で
ある。
【図１２】本発明の他の実施形態におけるコンテンツ表示装置の表示例を説明する説明図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明にかかるコンテンツ管理システム等を実施するための形態について詳述す
る。
【００１６】
　図１に、本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理システムの構成を示す。コンテン
ツ管理システム１００は、大別すると、入庫サーバ１０１と、電子情報提供サーバ（以下
、「コンテンツ管理サーバ」ともいう）１０５と、コンテンツ表示装置１０６ａ～１０６
ｄとを含み、入庫サーバ１０１と電子情報提供サーバ１０５とはネットワーク１０３を介
して接続されており、電子情報提供サーバ１０５とコンテンツ表示装置１０６ａ～１０６
ｄとはネットワーク１０４を介して接続されている。ネットワーク１０３、１０４は、有
線のみならず、一部又はその全部を無線で構成することも可能である。なお、コンテンツ
表示装置１０６ａ～１０６ｄは、同じ機種であっても異なる機種であってもよい。
【００１７】
　入庫サーバ１０１は、典型的には、ＰＣなどのコンピュータで構成され、後述するコン
テンツ管理情報を一括して、あるいは個別に入力することができる。入力されたコンテン
ツ管理情報は、ネットワーク１０３を介して電子情報提供サーバ１０５に送信される。
【００１８】
　電子情報提供サーバ１０５は、さらに詳細には、コンピュータ１０５１と、ユーザ登録
データベース１０５２と、コンテンツデータベース１０５３と、管理情報データベース１
０５４とを含む。ユーザ登録データベース１０５２には、本実施形態におけるシステム１
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００の利用者に関する情報（ユーザＩＤ、年齢、性別、所在地など）が登録される。コン
テンツデータベース１０５３には、システム１００において使用されるコンテンツが格納
される。ここで、「コンテンツ」とは、一例として、音楽・ラジオ番組等のオーディオコ
ンテンツや、映画・テレビジョン番組等の動画コンテンツ、写真・絵画等を構成する静止
画コンテンツが含まれる。また、電子ブックやゲーム、プログラムソフトウェアなどのコ
ンテンツも含まれる。さらに、「コンテンツデータ」とは、上記各種のコンテンツの内容
がデジタル形式で表現されたデータをいい、一例として、映像データ、音声データ、電子
ブックデータ、電子ゲームのためのプログラム及びデータなどが含まれる。
【００１９】
　管理情報データベース１０５４には、主としてコンテンツの管理処理に関する情報が格
納されており、一例として、コンテンツに関する有効期限情報や個々のユーザに対する視
聴許可フラグ等の管理情報が挙げられる。これらの管理情報は、入庫サーバ１０１から任
意に入力、修正、追加可能である。
【００２０】
　そして、ユーザ登録データベース１０５２、コンテンツデータベース１０５３、管理情
報データベース１０５４に格納されたデータは必要に応じてリンクが貼られるなどして連
携管理されている。これらのデータベースに登録された情報は、コンピュータ１０５１に
よって制御及び管理される。
【００２１】
　また、コンテンツ表示装置１０６ａ～１０６ｄは、ユーザが使用する視聴端末であり、
典型的にはノートパッドやＰＤＡ（携帯情報端末）が使用される。
【００２２】
　次に、図２に基づいて本発明の実施形態にかかる電子情報提供サーバ１０５について詳
細に説明する。なお、図２は、電子情報提供サーバ１０５の構成を概略的に示すブロック
図である。
【００２３】
　図２に示すように、電子情報提供サーバ１０５は、一例として、ＣＰＵ２０１と、メモ
リ２０２と、通信装置２０３と、ユーザ登録ＤＢ・コンテンツＤＢ・管理情報ＤＢの各種
ＤＢを含むデータベースと、登録管理部２０４１・コンテンツ配信部２０４２・管理情報
処理部２０４３を含む配信サービス実行部２０４とを備える。
【００２４】
　ＣＰＵ２０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、配信サービス実行部２０
４内の各部の処理を制御する。メモリ２０２は、一例として、ＲＡＭ、ＲＯＭ、キャッシ
ュメモリなどで構成されており、ＣＰＵ２０１の処理に使用される各種データやＣＰＵ２
０１で処理される動作プログラム等を一時的に記憶する。
【００２５】
　ユーザ登録データベース１０５２は、コンテンツ配信サービスを利用するユーザに関す
る登録情報が格納されている。この他に、利用者が利用できるコンテンツサービスについ
ての情報、利用者が利用する機器に関する情報、利用者自身のシステム利用期限情報等を
含むことができる。
【００２６】
　コンテンツデータベース１０５３は、コンテンツ配信サービスの配信対象となるコンテ
ンツデータのデータベースである。
【００２７】
　管理情報データベース１０５４は、コンテンツごとの管理情報からなるデータベースで
ある。一例として、コンテンツに関する有効期限情報や個々のユーザに対する視聴許可フ
ラグ等の管理情報が含まれ、この他に、コンテンツの配信時間帯、配信エリア、対象年齢
等の管理情報を含むことができる。
【００２８】
　登録管理部２０４１は、入庫サーバ１０１より送信され、ユーザ登録ＤＢ１０５２や管
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理情報ＤＢ１０５４に格納されている登録情報等を管理する処理モジュールである。コン
テンツ配信部２０４２は、コンテンツＤＢ１０５３に格納されている動画や活字で表現さ
れた映画、音楽、ニュースなどのコンテンツをコンテンツ表示装置１０６に向けて配信す
る処理モジュールである。配信に際して、コンテンツごとに必要な暗号化処理をここで行
うよう構成できる。管理情報処理部２０４３は、電子情報提供サーバ１０５で処理される
コンテンツの著作権管理、視聴制限管理、視聴期限管理等を行う処理モジュールである。
　図２に示した一実施形態においては、少なくとも上述の登録管理部２０４１とコンテン
ツ配信部２０４２と管理情報処理部２０４３とで、配信サービス処理を実行する実行部２
０４を構成する。
【００２９】
　その他、図２には図示しないが、サーバ１０５には、例えば、通信回線、通信回路、通
信デバイス等で構成された通信インタフェースを有する通信装置が含まれる。この通信装
置は、入庫サーバ１０１やコンテンツ表示装置１０６との間で、ネットワーク１０３や１
０４を介して、配信コンテンツデータ、有効期限情報、各種制御信号等を送受信すること
ができる。
【００３０】
　図３に、本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の外観構成を示す。一実施形
態として、コンテンツ表示装置１０６は、筐体部１０６１とディスプレイ１０６２と筐体
１０６１の左右側部に設けられたハードウェアボタン１０６３ａ及び１０６３ｂとからな
る。ディスプレイ１０６２は液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等で構成され、後述するように
文字や画像など様々な情報を表示することができる。また、ディスプレイ１０６２にメニ
ューボタンやソフトウェアキーボードを表示させ、これを指ないしタッチペン（不図示）
等で触れることによりコンテンツ表示装置への指示（コマンド）とすることができる。こ
の点で上記ハードウェアボタン１０６３ａ及び１０６３ｂは必須の構成要素ではないが、
本発明の説明の便宜上、一定の機能を担うボタンとして説明する。もちろん、これらハー
ドウェアボタン１０６３ａ及び１０６３ｂを、ディスプレイ１０６２の一部に表示させた
メニューボタンで代替させることも可能である。
【００３１】
　また、ディスプレイ１０６２には、マルチタッチ入力パネルが含まれており、タッチ入
力パネル上でのタッチ入力位置座標が入力デバイスインタフェース（不図示）を介してコ
ンテンツ表示装置１０６の処理系（ＣＰＵ）へ送信され処理される。そして、このマルチ
タッチ入力パネルは、パネルに対する複数の接触点を同時に感知することができるよう構
成されている。この検出（センサ）については様々な方法で実現することができ、必ずし
も接触センサに限られず、例えば、光学式のセンサを利用してパネルに対する指示点を抽
出することも可能である。さらに、センサには、接触式のセンサや光学式のセンサのほか
、人の肌の接触を感知する静電容量方式のセンサを用いることも可能である。
【００３２】
　また、図３には現れていないが、コンテンツ表示装置１０６は、多くの携帯情報端末に
装備されているようにマイク及びスピーカを備えることもできる。この場合にはマイクよ
り拾ったユーザの声などを判別して入力コマンドとすることも可能である。
【００３３】
　図４に、本発明にかかるコンテンツ表示装置１０６を構成するハードウェアのブロック
図を例示する。コンテンツ表示装置１０６の動作は、以下に説明するハードウェアの個々
の動作、及びこれらの連携動作によって実現されている。
【００３４】
　コンテンツ表示装置１０６は、大別すると、ハードウェアボタン１０６３ａ、１０６３
ｂ、ディスプレイ１０６２に設けられたマルチタッチ入力パネル、及びマイク等で構成さ
れる入力部４０１と、プログラムやデータ等を記憶するためのハードディスク、ＲＡＭ及
び／又はＲＯＭ等で構成される記憶部４０２と、プログラムによって様々な数値計算や論
理演算を行うＣＰＵによって構成される中央処理部４０３と、ディスプレイ１０６２等で
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構成される表示部４０４と、チップや電気系統等の制御を行うための制御部４０５と、イ
ンターネットにアクセスするためのスロットや光通信を行うためのポート、及び通信イン
タフェースから構成される通信インタフェース部４０６と、スピーカやバイブレーション
等の出力部４０７と、時刻等を計時するための計時部４０８と、必要に応じて温度や湿度
、機器姿勢や光量等を計測するためのセンサ部４０９と、装置内の各モジュールに電源を
供給するための電源部４１０とからなり、これらのモジュールは必要に応じて適宜通信バ
スや給電線（図４において、結線４１１）によって接続されている。
【００３５】
　また、本発明の実施に必要なプログラムないしソフトウェアは、通常、記憶部４０２に
けるハードディスクディスク等にインストールないし格納され、プログラムないしソフト
ウェアの実行時には、必要に応じて記憶部４０２内のメモリにその全部又は一部のソフト
ウェアモジュールとして読み出され、中央処理部４０３において演算実行される。
【００３６】
　なお、演算実行は必ずＣＰＵ等の中央処理部４０３で行われる必要はなく、図示しない
ディジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）等の補助演算装置を用いることもできる。
【００３７】
　次に、図５に基づいて、ユーザ登録データベース１０５２に格納されるユーザ情報テー
ブルの構成について説明する。図５に示すように、ユーザ情報テーブル５００は、一例と
して、「ユーザＩＤ」項目５０１と、「年齢」項目５０２と、「性別」項目５０３と、「
位置座標」項目５０４と、「国・地域」項目５０５と、「閲覧許可コード」項目５０６と
で構成される。
【００３８】
　「ユーザＩＤ」項目５０１には、個々のユーザに一意に割り当てられたＩＤが格納され
る。ユーザＩＤは任意のコードを採用することができ、コンテンツ配信サービスにおいて
登録ユーザを識別する識別コードとして機能する。「年齢」項目５０２、及び「性別」項
目５０３は、登録ユーザの個人情報の例示である。これら個人情報の登録は、必須とする
ことも任意とすることもできる。また、図５に示されていない他のプロフィール情報（生
年月日、出身地、職業、血液型、身長、体重、特技、趣味、経歴等）を登録することとし
てもよい。
【００３９】
　「位置座標」項目５０４には、ユーザの位置座標情報が登録される。典型的には、ＧＰ
Ｓ機能を有するコンテンツ表示装置１０６からコンテンツ表示装置１０６を携行するユー
ザの現在位置が逐次送信され、更新登録される。なお、ＧＰＳ機能を使った位置情報取得
の代替手段として、ネットワークＩＰなどから場所を特定する手段を採用することもでき
る。後述するように、本システムにおいてユーザの位置情報を取得することにより、配信
地域に密着したコンテンツ配信制御が可能となる。
【００４０】
　「国・地域」項目５０５には、登録ユーザが滞在する地域や国の情報が登録される。あ
るいは、登録ユーザの出身地域や出身国に関する情報を代替的に、あるいは追加的に登録
することとしてもよい。
【００４１】
　「閲覧許可コード」項目５０６は、コンテンツ視聴（閲覧）に対する様々な許可情報を
多様な形式で登録することができる。一般的には、ユーザが個々に有するパスワードや閲
覧鍵、個人鍵であり、個別具体的にはユーザの個人認証情報である。これらの閲覧許可コ
ードは、コンテンツごとに関連付けすることもできる。
【００４２】
　この他、「閲覧許可コード」項目５０６について、登録ユーザのクレジットカード番号
等を暗号化して登録することもできる。クレジットカード番号は、サービス利用代金を課
金する際の請求先として使用することのほかに、例えば、ユーザ認証を行うためのパスワ
ードとして使用することもできる。
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【００４３】
　また、ユーザ登録情報としては、上述したもの以外に、登録ユーザの氏名、住所、電話
番号、ユーザが個別に設定可能なパスワードなどの各種情報を含むように構成することも
できる。
【００４４】
　図６に、本発明の一実施形態において使用されるコンテンツ利用条件管理テーブルの構
成について説明する。図６に示すように、コンテンツ利用条件管理テーブルは、「コンテ
ンツＩＤ」項目６０１と、「グループＩＤ」項目６０２と、「利用期限」項目６０３と、
「配信エリア」項目６０４と、「対象年齢」項目６０５と、「配信時間帯」項目６０６と
を含み、必要に応じてその他の条件に関する項目６０７を適宜設けることができる。
【００４５】
　「コンテンツＩＤ」項目６０１には、個々のコンテンツに一意に割り当てられたＩＤが
格納される。コンテンツＩＤは任意のコードを採用することができ、コンテンツ配信サー
ビスにおいて配信されるコンテンツを識別する識別コードとして機能する。なお、コンテ
ンツには、記事や広告も含まれる。
【００４６】
　「グループＩＤ」項目６０２には、一例として、コンテンツグループ（映画、スポーツ
、ニュースといったコンテンツの種別に関するグループ）を識別するためのＩＤが格納さ
れる。このようにグループＩＤを登録しておくことで、コンテンツの種別をいち早く識別
してコンテンツ種別に応じた処理を迅速に行うことができる。
【００４７】
　「利用期限」項目６０３には、コンテンツの利用可能（視聴可能）期限が格納される。
この期限情報は、コンテンツごとの有効期限情報である。有効期限情報の具体的な構成例
としては、「開始時刻」が書き込まれる開始時刻情報と、「終了時刻」が書き込まれる終
了時刻情報とから構成される（図６において不図示）。
【００４８】
　この場合、開始時刻情報は、特定のコンテンツＩＤに対応するコンテンツ、又はグルー
プＩＤに対するコンテンツグループの有効期間の開始時刻であり、一例としてシステムで
管理されている現在時刻がこの開始時刻情報を経過したと判断されたときに、コンテンツ
ＩＤないしグループＩＤに対する単数又は複数のコンテンツの視聴が可能となる。
【００４９】
　一方、終了時刻情報は、特定のコンテンツＩＤに対応するコンテンツ、又はグループＩ
Ｄに対するコンテンツグループの有効期間の終了時刻であり、一例としてシステムで管理
されている現在時刻がこの終了時刻情報を経過したと判断されたときに、コンテンツＩＤ
ないしグループＩＤに対する単数又は複数のコンテンツの視聴が禁止される。
　なお、有効期限情報について、例えば、終了時刻情報を全てビット１（或いは、特定の
ビット列）で埋めることによって、有効期限が無期限であることを意図させることも可能
である。
　なお、コンテンツＩＤに対して設定された時刻情報と、グループＩＤに対して設定され
た時刻情報との間の優先順位について、本システムでは任意に設定することができる。例
えば、グループＩＤに設定された時刻情報とは別に、このグループＩＤに含まれる幾つか
のコンテンツについて、個々のコンテンツＩＤに個別の時刻情報が設定されている場合に
は、コンテンツＩＤに設定された時刻情報を優先させて配信制御することができる。反対
に、コンテンツＩＤに設定された時刻情報よりもグループＩＤに設定された時刻情報を優
先させるように制御することもできる。
　あるいは、後から設定された時刻情報を常に有効とするように制御することもできる。
例えば、コンテンツＩＤに対して時刻情報Ａが設定され、その後に、対応するグループＩ
Ｄに時刻情報Ｂが設定された場合には、そのコンテンツは時刻情報Ｂに基づいて配信制御
される。一方で、グループＩＤに時刻情報Ｃが設定され、その後に、グループＩＤに包含
されるコンテンツＩＤに時刻情報Ｄが設定された場合には、そのコンテンツは時刻情報Ｄ
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に基づいて配信制御される。
【００５０】
　「配信エリア」項目６０４には、コンテンツを配信可能な地域情報を格納することがで
きる。この「配信エリア」項目６０４を、ユーザの「位置座標」項目５０４やユーザに関
する「国・地域」項目５０５に対応させて配信処理するようにしてもよい。例えば、配信
エリア項目６０４に規定された地域と「位置座標」項目５０４に可能された位置座標とを
比較することでユーザが配信エリア項目６０４に規定さえた地域に居ないと判断される場
合には、当該ユーザにはコンテンツ配信を禁止するよう制御することもできる。
【００５１】
　「対象年齢」項目６０５には、そのコンテンツを視聴するのにふさわしい年齢が書き込
まれている。例えば、知育コンテンツの場合には、３～５歳、６歳以上といった視聴に適
正と思われる対象年齢が書き込まれる。あるいは、暴力的シーンが多く含まれる映画コン
テンツ等の場合に、１５歳以上、１８歳以上といった制限的な指定がなされる。
【００５２】
　「配信時間帯」項目６０６には、そのコンテンツを配信するのに適切な時間帯の設定が
書き込まれる。例えば、コンテンツが広告である場合に、広告主が指定した時間帯が設定
される。後述するように、秒単位の設定から時単位、分単位の日時時刻設定が可能である
。また、配信時間帯を設定して配信されるコンテンツには、広告のほかメール記事配信等
が含まれる。
【００５３】
　さらに、「配信時間帯」項目６０６に図示しないフラグを設けることによって、配信禁
止時間帯を設定することもできる。この場合、禁止フラグとともに時間帯が指定されると
、指定時間帯には、広告やメール記事を配信しないように制御することができる。
【００５４】
　その他、試行的な視聴を前提としたコンテンツ配信であることを指定するための書き込
みを項目６０７に行うことが可能である。
【００５５】
　なお、本実施形態における有効期限情報や時間帯設定の表現形式として、年（ｙｅａｒ
）、月（ｍｏｎｔｈ）、日（ｄａｙ）、時（ｈｏｕｒ）、分（ｍｉｎｉｔｅ）、秒（ｓｅ
ｃｏｎｄ）の時刻情報として構成することもできるが、かかる態様に限定されるものでは
なく、年単位、月単位、あるいは、日単位の日付情報として有効期限情報や時間帯設定を
構成することもできる。さらに、時単位または分単位の日付時刻情報として構成すること
も可能である。
【００５６】
　また、使用期限は、開始時刻と終了時刻とで特定するのみならず、開始時刻のみ、ある
いは終了時刻のみで特定しても良い。
【００５７】
　図７に、本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の動作フローを示す。但し、
図７においては、コンテンツ管理サーバとの連携も一部含まれている。
　Ｓ７０１においてコンテンツ表示装置１０６の電源をオンし、一例として所定のソフト
ウェアアプリケーションを起動する。Ｓ７０２において、コンテンツ表示装置１０６から
コンテンツ管理サーバ１０５に対してコンテンツのダウンロード要求を送信する。
【００５８】
　Ｓ７０３においては、コンテンツ管理サーバ１０５によってコンテンツ表示装置１０６
から要求されたコンテンツのダウンロードが許可されるものであるかどうか判断される。
例えば、ダウンロード要求時（Ｓ７０２）に、コンテンツ表示装置１０６からコンテンツ
購入済みの認証ＩＤやパスワードを併せて送信することで、コンテンツ管理サーバ１０５
内で照合処理を行いダウンロード可否の判断をすることができる。Ｓ７０３において、ダ
ウンロード可能と判断されれば、Ｓ７０４に進み、ダウンロード不可と判断されれば、必
要に応じてダウンロードが許可されていない旨のメッセージをコンテンツ表示装置１０６
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に返信するなどして処理を終了する（Ｓ７１４）。
【００５９】
　Ｓ７０４においては、コンテンツ管理サーバ１０５からコンテンツ表示装置１０６に対
するダウンロードを許可されたコンテンツが、所定の送信プロトコルに準じてダウンロー
ドされる。このとき、ダウンロードされるコンテンツは必要に応じて暗号化されている。
コンテンツには、一例として、電子書籍や電子雑誌、動画、テレビ番組等の電子情報のほ
か、記事や広告なども含まれる。
【００６０】
　なお、ダウンロードの可否許可判断については、同一のコンテンツデータに対し、複数
の配信エリア情報と配信時間情報との組み合わせに基づいて可否判断するように制御する
こともできる。例えば、コンテンツＡについて、エリア１～５のうち、エリア１に対して
は午後９時～午後１１時まで、エリア３に対しては午前７時～午前８時に配信を許可し、
その他のエリア及び時間帯には配信しないというように設定することができる。
【００６１】
　さらに具体的な例として、タバコの広告コンテンツを例に挙げる。エリア１～５のうち
、エリア２～４はその国・地域の法律・条例によって喫煙が禁じられているので、このタ
バコの広告コンテンツは配信しない。さらに、喫煙が許されているエリア１及び５につい
ても、未成年者が多く利用する時間帯を避ける目的で、このタバコの広告コンテンツの配
信時間を午後１１時３０分以降に設定するといった利便性の高い条件設定が可能となる。
【００６２】
　次に、Ｓ７０５に進み、ユーザはコンテンツ表示装置１０６を操作してコンテンツの閲
覧を開始する。このとき、ユーザは、コンテンツ表示装置１０６のユーザインタフェース
（不図示）を介し、例えば、電子書籍や電子雑誌のページめくりや特定ページへのジャン
プ、動画の再生等を行うことができる。以下、閲覧の具体例を例示する。
【００６３】
　閲覧が開始されると、Ｓ７０６に進み、ユーザは図示しないユーザインタフェースを介
してコンテンツ（ページ）を表示させ、ユーザインタフェースを介したイベントの発生を
待つ（Ｓ７０７）。イベントの発生には、ペンや指による画面上のボタンのタッチ（押下
）、ユーザの発声等による音声入力、コンテンツ表示装置の向きを変えるなどの姿勢入力
や加速度入力がある。
【００６４】
　イベントが発生すると（Ｓ７０７において、Ｙｅｓ）、コンテンツ表示装置１０６はそ
のイベントの内容を解析して、内容に応じた処理を行う。図７においては、例示的に、ペ
ージめくり（Ｓ７０８）、コメント検索（Ｓ７０９）、コメント追加（Ｓ７１０）、アイ
テム選択（Ｓ７１１）、予約（又は購入）（Ｓ７１２）、アプリケーション終了（Ｓ７１
３）が含まれる。
【００６５】
　ページめくり（Ｓ７０８）は、コンテンツ表示装置１０６のディスプレイ上に表示され
たコンテンツ画面のページめくりを行う画像処理である。この処理により、ユーザは、例
えば、装置１０６にダウンロードされ閲覧状態にある電子書籍等を、実際の本を参照する
のと同様の使い勝手で参照することができる。例えば、ユーザが次ページを参照したいと
思った場合、ユーザは、ディスプレイ上の情報表示領域を紙の本のページめくる時のよう
にペンや人差し指などで左から右へなぞることで、あたかもページがめくれるようなイメ
ージで表示画面が次ページの内容に更新される。
【００６６】
　コメント検索（Ｓ７０９）は、電子情報に対してユーザにより付加ないし追加されたコ
メントを検索する処理である。ユーザによって与えられたコメント群は、例えばどのコン
テンツのどのページのどのアイテムに対し、誰によって付加ないし追加されたものである
のかが分かるようにコンテンツ管理サーバ１０５内のユーザ登録ＤＢ１０５２やコンテン
ツＤＢ１０５３に蓄積することができる（インデックスに対する必要なタグや項目は逐次
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追加される）。そうして、キーワード等の入力によるユーザの指示により、データベース
内に蓄積されたコメントが検索され、必要に応じてコンテンツ表示装置１０６のディスプ
レイ上に表示することが可能である。
【００６７】
　コメント追加（Ｓ７１０）は、電子情報に対してユーザによるコメントを付加ないし追
加する処理である。ユーザによって付加ないし追加されるコメント群は、例えばどのコン
テンツのどのページのどのアイテムに対し、誰によって付加ないし追加されたものである
のかが分かるようにコンテンツ管理サーバ１０５内のユーザ登録ＤＢ１０５２やコンテン
ツＤＢ１０５３に蓄積される。これら蓄積された情報は、上述のとおり、コメントを投稿
したユーザ自身のみならず他のユーザによっても検索可能である。
【００６８】
　アイテム選択（Ｓ７１１）は、コンテンツ表示装置１０６のディスプレイ上に表示され
たコンテンツに含まれるアイテム（テキストや画像など、あるいは、これらテキストや画
像などによって示される商品若しくはサービス）がユーザによって選択された際に、どの
コンテンツのどのページのどのアイテムが誰によって選択されたのかを記録する処理であ
る。アイテム選択（Ｓ７１１）では、この記録に基づいて他の処理（例えば、コメント検
索、コメント追加、予約又は購入など）に連携動作させることができる。これらの連携動
作は、コンテンツ管理サーバ１０５において行われる。
【００６９】
　予約（又は購入）（Ｓ７１２）は、選択されたアイテムを電子商取引により予約又は購
入処理するものである。どのアイテムが誰によって予約又は購入されたかを記録するとと
もに、図示しない決済システムを用いて必要な決済処理をすることも可能である。この決
済システムは、本発明にかかるシステムにおいて必ずしも必須のものではないため仔細の
説明を省略した。すなわち、本発明にかかるシステムにおいて、ユーザが何らかのアイテ
ムやサービスに対する予約又は購入を指示したときには、必要に応じて他の決済システム
に決済処理要求を送信することにより、本発明にかかるシステムとしての役割は十分に果
たせるものである。
【００７０】
　以上説明した各処理（一例として、Ｓ７０８～Ｓ７１３）を終えると、Ｓ７０６に戻っ
て適宜必要なコンテンツ（ページ表示）を表示し、ユーザによる更なるイベントを待つ（
Ｓ７０７）。
【００７１】
　そして、アプリケーション終了（Ｓ７１３）が指示されると、アプリケーションプログ
ラムとしてのコンテンツ閲覧は、終了する（Ｓ７１４）。
【００７２】
　図８に、本発明の他の実施形態におけるコンテンツ表示装置の動作フローを示す。図８
に示したフローにおいては、図７に示したフローと共通する処理に対し同じ参照番号を付
すこととし、詳細説明を割愛する。以下、図８のフロー特有の処理について説明する。
【００７３】
　図８の動作フローにおいては、コンテンツを閲覧可能かどうかの判断をコンテンツ表示
装置１０６側で行っている。すなわち、Ｓ７０２においてコンテンツ表示装置１０６から
コンテンツ管理サーバ１０５に対してコンテンツのダウンロード要求があると、Ｓ８０３
に進み、コンテンツのダウンロードがなされる。このとき、ダウンロードされたコンテン
ツは直ちに端末側で参照できる状態にはなく、必要に応じてプロテクト処理が施されてい
る。
【００７４】
　次に、Ｓ８０４に進み、ダウンロードされたコンテンツが閲覧可能かどうか、コンテン
ツ表示装置１０６において判断される。このとき、一例として、コンテンツ表示装置１０
６から入力されたコンテンツ購入済みの認証ＩＤやパスワードと、ダウンロードコンテン
ツに付随する認証コードとを照合処理することにより、参照可否の判断をすることができ
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る。Ｓ８０４において、コンテンツ参照可能と判断されれば、Ｓ７０５に進み、参照不可
と判断されれば、必要に応じてコンテンツの参照が許可されていない旨のメッセージをコ
ンテンツ表示装置１０６に表示するなどして処理を終了する（Ｓ７１４）。
【００７５】
　図９に、本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理システムの動作フローを示す。図
９では、入庫サーバ１０１やコンテンツ表示装置１０６との連携動作を踏まえたコンテン
ツ管理サーバ１０５の動作の詳細を説明している。
【００７６】
　まず、入庫サーバ１０１において入庫された期限やアクセス制限情報等の管理情報がコ
ンテンツ管理サーバ１０５へ送信される（Ｓ９０１）。サーバ１０５へ送信された管理情
報は、管理情報データベース１０５４に格納されてコンテンツデータベース１０５３に格
納されている個々のコンテンツとの対応付けが行われる。
【００７７】
　一方、ユーザがコンテンツを閲覧及び利用するために、コンテンツ表示装置１０６から
コンテンツ管理サーバへのアクセスがあり利用者認証要求がなされる（Ｓ９０２）。この
とき、装置１０６のＧＰＳ機能を利用することなどにより、利用者の位置情報を併せてコ
ンテンツ管理サーバ１０５へ送信することができる。コンテンツ管理サーバ１０５では、
アクセスを試みた利用者の認証処理が行われる（Ｓ９０３）。Ｓ９０３において、利用者
を認証することができればコンテンツ表示装置１０６へ認証通知を行うが（Ｓ９０６）、
認証できない場合には、装置１０６へ不可通知を行って（Ｓ９０４）、処理を終了する（
Ｓ９０５）。
【００７８】
　次に、コンテンツ表示装置１０６からコンテンツ管理サーバ１０６へコンテンツダウン
ロード要求がなされると（Ｓ９０７）、管理サーバ１０６内で要求されたコンテンツのダ
ウンロードが許可されているかどうか判断する（Ｓ９０８）。ダウンロード許可がなされ
ていれば、コンテンツ表示装置１０６へのダウンロードを行うが（Ｓ９１１）、許可され
ていなかった場合には不可通知をするなどして（Ｓ９０９）、処理を終了する（Ｓ９１０
）。コンテンツがダウンロードできた場合には、コンテンツ表示装置１０５においてコン
テンツの閲覧や操作、コメントの付与等が行われる（Ｓ９１２）。
【００７９】
　なお、Ｓ９０８におけるダウンロード可否判断において、利用者の位置情報に基づいて
閲覧の可否を判断することとしてもよい。例えば、ユーザの現在位置座標５０４とコンテ
ンツの配信エリア６０４とを比較して、ユーザが配信エリアにいる場合には、ダウンロー
ドを許可し、配信エリアにいない場合にはダウンロードを禁止するなどの制御を行うこと
ができる。
【００８０】
　また、ダウロード可否判断をコンテンツ管理サーバ１０５で行わず、閲覧の可否をコン
テンツ表示装置１０６において行う場合には、ダウンロード要求がなされると（Ｓ９１３
）、コンテンツ管理サーバ１０５は速やかに要求されたコンテンツをコンテンツ表示装置
に配布し（Ｓ９１４）、閲覧（再生）の可否判断を装置１０６において行う（Ｓ９１５）
。閲覧可能であると判断されれば、ユーザは装置１０６での閲覧等ができるが（Ｓ９１７
）、閲覧不可と判断されれば、必要に応じてコンテンツが閲覧する権限がないなどの告知
を行って処理を終了する（Ｓ９１６）。
【００８１】
　ここで、Ｓ９１５における閲覧可否判断において、利用者の位置情報に基づいて判断す
ることとしてもよい。例えば、ユーザの現在位置座標５０４とコンテンツの配信エリア６
０４とを比較して、ユーザが配信エリアにいる場合には、閲覧を許可し、配信エリアにい
ない場合には閲覧を禁止するなどの制御を行う。
【００８２】
　図１０に、本発明の他の実施形態におけるコンテンツ管理システムの動作フローを示す
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。図１０では、「オンライン」モード及び「オフライン」という２つのモードを備えるコ
ンテンツ表示装置１０６との連携動作を踏まえたコンテンツ管理サーバ１０５の動作の詳
細を説明している。以下、コンテンツ表示装置１０６が「オフライン」モードで動作する
場合と「オンライン」モードで動作する場合とに分けて説明する。
【００８３】
（オフラインモード）
　まず、Ｓ１００１において、コンテンツ表示装置１０６のアプリケーションを起動する
と、Ｓ１００２に進みネットワーク情報及びＧＰＳ情報の取得及び／又は確認を行って、
オフラインモードにはいる（Ｓ１００３）。
【００８４】
　Ｓ１００４では、事前に取得したコンテンツ有効期限情報を確認し、装置１０６の現在
時刻と比較することによって期限切れのコンテンツを消去する。そして、Ｓ１００５に進
み、消去されずに残ったコンテンツについて、ユーザの操作により閲覧可能となる。ある
いは、ユーザの操作によりコンテンツの閲覧命令があった時点で、そのコンテンツに含ま
れている有効期限情報と、装置１０６の現在時刻とを比較することによって期限切れであ
ると判断された場合には、その旨の表示を行うなどして閲覧を禁止するよう制御すること
も可能である。
【００８５】
　さらに、コンテンツの有効期限情報に基づいた閲覧可否制御のほかに、利用者の現在位
置に基づいて閲覧可否制御を行うこともできる。すなわち、Ｓ１００２において取得した
利用者の位置情報とコンテンツに付属する配信エリア情報とを比較し、利用者が配信エリ
ア内にいると判断できれば閲覧可能とし、配信エリア外にいると判断した場合には閲覧を
禁止するよう制御する。
【００８６】
（オンラインモード）
　オンラインモードの場合も、オフラインモードの場合と同様に、アプリケーションを起
動し（Ｓ１００１）、ネットワーク情報及びＧＰＳ情報の取得及び／又は確認を行って（
Ｓ１００２）、Ｓ１００６に進み、オンラインモードに入る。
【００８７】
　Ｓ１００６では、コンテンツ管理サーバ１０５内のＸＭＬ管理部１０５－１より最新の
ＸＭＬデータをダウンロードにより取得する（Ｓ１００７）。このＸＭＬデータには、ユ
ーザの現在位置や現在時刻に基づいて閲覧可能なコンテンツ情報が含まれている。必要に
応じて現在のユーザの位置や時刻では閲覧不可能なコンテンツの情報を含めるようにして
も良い。
【００８８】
　そして、ダウンロードしたＸＭＬに記載されているコンテンツごとの有効期限情報と現
在時刻とを比較して過去のコンテンツリストを抽出し、該当するコンテンツを消去する（
Ｓ１００８）。次に、Ｓ１００９に進み、最新のコンテンツをダウンロードにより取得す
る（Ｓ１０１０）。ダウンロードしたコンテンツは、ユーザの指示命令により閲覧可能と
なる。
【００８９】
　ここで、ＸＭＬに修正があった場合（例えば、入庫サーバ１０１から随時指示可能であ
る）には、新たな最新ＸＭＬとして上書きされ、適宜、装置１０６にダウンロードされる
（Ｓ１０１２、Ｓ１０１３）。そして、任意のタイミングにおいて、修正された最新ＸＭ
Ｌの指示に基づいた特定コンテンツの消去や非表示制御を実施することができる（Ｓ１０
１４）。こうして整理されたコンテンツは、ユーザの指示命令により閲覧等される（Ｓ１
０１５）。
【００９０】
　図１１に、本発明の一実施形態におけるコンテンツ表示装置の表示例を示す。図１１（
Ａ）では、コンテンツとして報道ニュース閲覧アプリケーションを起動する画面を示して
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おり、ディスプレイ１０６２にはアプリケーションタイトル１１０１、後述するプログレ
ッシブバー１１０２、そして起動ボタン１１０３がＧＵＩによって描画されている。図１
１（Ａ）において、起動ボタン１１０３をタッチすると、その日に到着した最新のニュー
スや、編集及びアップロードされた記事が装置１０６にダウンロードされる。ニュースコ
ンテンツには、テキストデータ、写真や表などの静止画像データ、音声データ、動画像デ
ータが含まれる。
【００９１】
　なお、プログレッシブバー１１０２には、コンテンツダウンロードの進捗状況がリアル
タイムに表示される。プログレッシブバー１１０２の詳細機能を図１１（Ｂ）に基づいて
詳説する。
【００９２】
　図１１（Ｂ）において、プログレッシブバー１１０２は、一例として、テキストデータ
ダウンロード状況表示領域１１０２ａと、イメージデータダウンロード状況表示領域１１
０２ｂと、音声データダウンロード状況表示領域１１０２ｃとを含む。この他、図１１（
Ｂ）には示していないが、動画データダウンロード状況表示領域を設けても良い。
【００９３】
　図１１（Ｂ）では、表示領域１１０２ａ及び１１０２ｂにはテキストデータとイメージ
データとがすでにダウンロード完了した旨を「TEXT Complete」及び「IMAGES Complete」
としてそれぞれ表示している。そして、表示領域１１０２ｃには、音声データが９つのう
ち４つをダウンロード完了し、現在５つ目をダウンロード中であることを示す「VOICES 4
/9」という表示がなされている。
【００９４】
　各種ファイルのダウンロード進捗は、図１１（Ｂ）の表示領域１１０２ｃのように「ダ
ウンロード済みのファイル数／全体のファイル数」で表示することもできるし、図示しな
いがダウンロード完了割合をパーセンテージで表示することもできる。
【００９５】
　このように、ファイルの種別ごとにダウンロード進捗状況をリアルタイムに表示すると
、容量の大きい動画データを含めた全てのファイルのダウンロード完了を待つことなく、
例えばテキストデータだけダウンロード完了した時点で記事だけを先読みすることができ
、ユーザの使い勝手が向上するという利点がある。
【００９６】
　図１２に、本発明の他の実施形態におけるコンテンツ表示装置の表示例を示す。図１２
では、ある番組が提供するニュースコンテンツを閲覧ないし視聴している様子が示されて
いる。ディスプレイ１０６２には、電波の受信状況と現在時刻（図において、９：４２Ａ
Ｍ）とバッテリーの状況とを示すステータスバー１２０１、報道キャスターやコメンテー
タの動画像を表示している動画像表示画面１２０２、再生されている動画像の全体の長さ
と再生開始からの時間を示す操作バー１２０３、関連する動画像や写真のリストを切り替
え表示させるボタン１２０４ａ及び１２０４ｂ、及び、ニュースタイトル１２０５ａ～１
２０５ｃが表示されている。図１２においては、報道キャスターがニュースを読み上げて
おり、操作バー１２０３の右側には、全体のコンテンツ５分の再生時間のうちの２分３５
秒が経過していることが示されている。
【００９７】
　なお、ニュースタイトル１２０５ａ～１２０５ｃは、ユーザの現在位置に基づいて配信
すべきでないニュースタイトル等があれば、予め入庫時に設定しておくことにより当該位
置にいるユーザの端末には表示しないように制御することができる。現在位置によって、
一部の記事を変更／修正する必要がある場合には、その部分のみを変更／修正して内容を
表示するもできる。
【００９８】
　また、現在時刻と個々のコンテンツの有効期限情報とを比較判断することにより、古い
コンテンツを削除することができる。あるいは、特定の日に限って使ってはいけないコン
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【００９９】
　さらに、図１２には図示しないが、ユーザの現在位置及び／又は現在時刻に基づいて適
宜広告を出すことも可能である。
【０１００】
　以上述べたコンテンツ管理のための管理情報は、一例として、入庫サーバ１０１へのコ
ンテンツ入庫時に設定することができる。この管理情報は、随時追加／修正することもで
きる。追加／修正された管理情報は、速やかにデータベース１０５３に格納されている対
象コンテンツに反映される。例えば、あるコンテンツをいったん入庫した後に、特定地域
に所在するユーザ端末に対しては強制的に閲覧禁止にすることができる。このような柔軟
な閲覧制御は、近年複雑化する著作権管理の観点からも有用である。
【０１０１】
　なお、本発明において実施されるアプリケーションやソフトウェアを構成するプログラ
ムモジュールは、実行ステップの全部又は一部をネットワークに接続された複数のコンピ
ュータにより実行させることができ、ネットワークを介した複数のコンピュータ間で協働
して動作することを特徴としている。
【０１０２】
　また、本発明において使用される記録媒体には、コンテンツデータ等の各種データを格
納することが可能な多種のリムーバルメディアを使用することができる。例えば、ＤＶＤ
－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、光磁気ディスク等の各種
の光ディスクや、フレキシブルディスク、ハードディスク等の磁気ディスク、各種の半導
体メモリなどである。なお、記録媒体には、例えば、暗号キー等を用いてコンテンツデー
タのコピーや再生等を制限する著作権管理機能付きの記録媒体を使用することもできる。
【０１０３】
　また、上述した本発明のコンピュータは、ＣＰＵ等の純然たるハードウェアに限らず、
ファームウェアやＯＳ、あるいは周辺機器を含むものであっても良い。
【０１０４】
　なお、以上説明したように、本発明の各構成は、出願時の当業者が実施可能なレベルに
おいて、ソフトウェアとして実現しても良いし、ハードウェアとして実現しても良い。
【符号の説明】
【０１０５】
１００　コンテンツ管理システム
１０１　入庫サーバ
１０３、１０４　ネットワーク
１０５　電子情報提供サーバ（コンテンツ管理サーバ）
１０５２　ユーザ登録データベース
１０５３　コンテンツデータベース
１０５４　管理情報データベース
１０６ａ～１０６ｄ　コンテンツ表示装置
２０１　ＣＰＵ
２０２　メモリ
２０３　通信装置
２０４　配信サービス実行部
２０４１　登録管理部
２０４２　コンテンツ配信部
２０４３　管理情報処理部
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